
 

 

← 
霞ヶ浦から仰ぎ見る筑波山。湖岸に広がる街並み
は土浦市。市街地左端の高い建物が「ウララビル」
です。（撮影：平成 25 年 11 月，阿見町から） 

 

かすみがうら市志筑から見える筑波山。土浦方面の筑波山に

比べ，双峰の間隔が狭くなっています。手前は恋瀬川の堤防。 

鷲
の
住
む 

筑
波
の
山
の 

 

裳
羽
服
津
（
も
は
き

つ
）
の 

そ
の
津
の
上
に 

率
（
あ
ど
も
）
ひ
て 

未
通
女
（
を
と
め
）
壮
士
（
を
と
こ
）
の 

行
き
集

ひ 

か
が
ふ
か
が
ひ
に 

人
妻
に 

吾
（
あ
）
も

交
は
ら
む 

わ
が
妻
に 

人
も
言
問
へ 

こ
の

山
を 

領
（
う
し
は
）
く
神
の 

昔
よ
り 

禁
（
い

さ
）
め
ぬ
わ
ざ
ぞ 

今
日
の
み
は 

め
ぐ
し
も
な

見
そ 

言
（
こ
と
）
も
咎
む 

→ 
桜川市真壁から見
た筑波山（撮影：
平成 25 年 11 月） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
山 

私
た
ち
茨
城
の
県
南
・
県
西
地
方
の
人
間
に

と
っ
て
、
筑
波
山
は
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

筑
波
山
は
決
し
て
独
立
峰
で
は
な
く
、
八
溝
山

系
の
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
姿
は
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
独
立
峰
に
も
見

え
、
ま
た
、
様
々
な
形
を
呈
す
る
こ
と
か
ら
、

ま
さ
に
「
我
が
筑
波
山
が
一
番
！｣

と
の
声
が

し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

筑
波
山
は
、
西
側
の
男
体
山(

標
高
871
ｍ)

と
東
側
の
女
体
山(

標
高
877
ｍ)

か
ら
な
り
、

雅
称
を
紫
峰
と
い
い
ま
す
。 

筑
波
山
全
域
が
水
郷
筑
波
国
定
公
園
に
指

定
さ
れ
た
保
護
エ
リ
ア
で
、
中
腹
か
ら
山
頂
付

近
は
特
別
保
護
区
（
自
然
公
園
法
）
に
指
定
さ

れ
、
樹
木
の
損
傷
・
植
裁
、
動
植
物
の
捕
獲
・

採
取
、
た
き
火
な
ど
の
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
『
万
葉
集
』
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
、

日
本
百
名
山
、
日
本
百
景
の
一
つ
と
さ
れ
て
お

り
、
開
聞
岳(

鹿
児
島
県
・
標
高
942
ｍ)

と
と

も
に
1000
ｍ
未
満
の
山
で
、
百
名
山
で
は
、
最

も
標
高
が
低
い
山
で
す
。 

 
 

男
体
山
・
女
体
山
の
山
頂
に
は
筑
波
山
神
社

の
本
殿
が
あ
り
、
山
腹
に
は
拝
殿
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
関
東
平
野
を
一
望
す
る
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
良
さ
か
ら
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
用
中
継

局
筑
波
山
レ
ピ
ー
タ
を
は
じ
め
と
し
て
、
気
象

観
測
や
無
線
通
信
の
上
で
も
重
要
な
拠
点
と

さ
れ
、
山
頂
付
近
に
は
数
多
く
の
ア
ン
テ
ナ
が

存
在
し
て
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
余
談
な
が
ら
、
太
平
洋
戦
争
劈
頭
の

真
珠
湾
攻
撃
の
実
施
を
命
じ
る
隠
語
は
「
ニ
イ

タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
」
と
し
て
有
名
で
す
が
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
攻
撃
中
止

の
際
は
「
ツ
ク
バ
ヤ
マ
ハ
レ
」
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。 

筑
波
山
で
は
、
古
来
よ
り
農
閑
期
の
行
事
と

し
て
歌
垣
が
行
わ
れ
、
近
隣
か
ら
多
く
の
男
女

が
集
ま
っ
て
は
歌
を
交
わ
し
、
舞
い
、
踊
り
等

を
楽
し
む
習
慣
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
今
年
の
豊
穣
を
喜
び
祝
い
、
翌
年
の
豊

穣
を
も
祈
願
す
る
意
味
が
あ
っ
た
の
で
す
。

『
万
葉
集
』
第
９
巻
1796
番
収
録
の
高
橋
虫
麻

呂
の
歌
に
、 

   

       

と
、
歌
垣
へ
の
期
待
で
興
奮
す
る
気
持
ち
が
素

直
に
、
の
び
の
び
と
、
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

山
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
異
説
が
多
く
、
最

も
古
い
も
の
で
は
、
『
常
陸
風
土
記
』
に
あ
る

筑
箪
命(

つ
く
は
の
み
こ
と)

と
い
う
人
物
に

由
来
す
る
と
の
説
で
す
が
、
史
実
と
は
考
え
に

く
く
、
学
術
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。 

〇 

縄
文
海
進
に
よ
り
、
縄
文
時
代
の
筑
波
山

周
辺
に
は
、
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、｢

波
が
寄
せ
る
場｣

、
す
な
わ
ち｢

着
く
波｣

（つ
く
ば
）と
な
った
。 

〇 

縄
文
時
代
の
筑
波
山
周
辺
は
海
で
あ
り
、

筑
波
山
は
、
波
を
防
ぐ
堤
防
の
役
割
を
果
た

し
た
た
め
、｢

築
坡｣

（つ
き
ば
）と
呼
ば
れ
、
の
ち

に
筑
波
と
な
った
。 

〇 
｢

つ
く｣

は｢
尽
く｣

で｢

崖｣

を
意
味
し
、｢

ば｣

は｢

端｣

を
意
味
す
る
。 

〇 

新
た
に
開
発
し
て
築
い
た
土
地
と
し
て
、｢

つ

く
ば｣

は
、｢

築
地｣

な
い
し｢
佃
地｣

を
意
味
す

る
。 

〇 
｢

つ
く｣

は
、｢

斎
く｣

（い
つ
く
、
神
を
崇
め
祀

る)

、
あ
る
い
は ｢

突
く｣

（つ
く
、
突
き
出
す
）

で
あ
り
、｢

ば｣

は｢

山｣

を
意
味
す
る
。 

〇 
｢

平
野
の
中
に
独
立
し
て
あ
る
峰｣

の
意
で
あ

る｢

独
坡｣

に
ち
な
む
。 

〇 

ア
イ
ヌ
語
のtuku-pa

（
と
が
った
頭
）ま
た
は

tukupa(

刻
み
目)

に
ち
な
む
。 

               

筑
波
山
の
成
り
立
ち
か
ら
歴
史
時
代
へ 

 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
筑
波
山
の
成
り
立
ち
を
見

て
み
ま
す
と
、
は
る
か
１
億
年
以
上
も
前
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

今
か
ら
１
億
数
千
万
年
前
の
日
本
は
、
海
底

の
隆
起
・
沈
降
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
時
期
を
迎

え
ま
す
が
、
筑
波
山
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
１

億
５
千
万
年
ほ
ど
前
、
地
上
に
そ
の
姿
を
現
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ば
筑
波
山
第
一
世

の
誕
生
で
す
。
山
頂
付
近
は
黒
色
の
ハ
ン
レ
イ

岩
、
山
腹
以
下
は
白
色
の
カ
コ
ウ
岩
か
ら
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
火
成
岩
で
す
か
ら
、
元
来
、

地
中
の
マ
グ
マ
が
、
固
ま
っ
て
形
成
さ
れ
た
岩

石
で
す
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
今
日
の
筑
波
山
に

平成２５年１１月１９日 

茨城県立土浦第一高等学校 
進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 

第６２号 

校歌に謳われた「筑波山」（その１） 
「♪…関八州の重鎮とて そそりたちたり筑波山…」と本校生が歌う筑波山。ある

調査によれば，県内の県立高校の80校以上の校歌にも謳われているといいます。

また，小紙 53 号では，明治 43（1910）年 10 月の高田保氏（中 12 回卒）に

よる「筑波登山」を紹介しましたが，旧制中学校時代以来，「遠足」「歩く会」等

を通して，どれほど多くの本校生・先輩方が登ってきたのでしょうか。今回は余り

にも慣れ親しむ「筑波山」の歴史や自然などについて取り上げてみたいと思います。 



 

 

つくば市内の国指定史跡「平沢官衙
遺跡」。後方には筑波山が聳えます。 

旧
本
館
玄
関
天
井
壁
が
落
下 

 

10
月
31
日
・
11
月
11
日
の
地 

震
に
よ
り
、
下
の
写
真
の
よ
う
に 

天
井
壁
が
落
下
し
ま
し
た
。
ひ
び 

割
れ
も
広
範
囲
に
な
り
、
貴
重
な 

「
漆
喰
装
飾
」
さ
え
損
壊
し
か
ね 

な
い
状
況
で
す
。
早
急
な
対
策
を 

関
係
方
面
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。 

「筑波山可視マップ」。中央の色の違う地域と，

関東甲信地区の▲印山が可視範囲です。 

石岡市園部川から仰ぐ
筑波山。男体山が女体山

の後ろに隠れてしまい
ます。（上）筑西市赤浜
から眺める筑波山（左） 

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
、
海
底
に
沈

下
し
、
今
か
ら
１
億
年
ほ
ど
前
、
再
び
地
上
に

姿
を
現
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
、
筑
波
山
二
世
の
誕
生
で
す
。 

 

そ
の
後
も
日
本
列
島
で
は
、
大
き
な
地
殻
変

動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
今
日
へ
と
至
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
筑
波
山
で
は
、
断
層
に
よ
り

二
つ
の
峰
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

20
万
年
ほ
ど
前
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

や
が
て
、
人
類
が
登
場
し
、
筑
波
山
周
辺
で

も
人
間
の
営
み
が
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
す
。 

 
 

特
に
、
最
後
の
氷
河
期
が
終
わ
り
縄
文
期
を

迎
え
る
１
万
年
程
前
に
な
る
と
、
温
暖
化
に
よ

る
海
進
に
よ
り
、
筑
波
山
の
麓
ま
で
海
水
が
入

っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
当
時
の
人
間
に
と
っ
て
、
食
糧
と
し
て

の
魚
貝
を
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
点

で
、
温
暖
化
と
と
も
に
住
み
や
す
く
な
っ
た
と

言
え
ま
す
。
同
時
に
、
大
変
活
動
的
な
環
境
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
筑
波
山
か
ら
霞

ヶ
浦
に
至
る
洪
積
台
地
の
縁
辺
に
、
多
く
の
貝

塚
・
住
居
跡
が
今
日
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

歴
史
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
筑
波
山
は
、
い

つ
も
、
こ
の
地
域
の
中
心
に
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

律
令
時
代
に
は
、
常
陸
国
府
中(

現
石
岡
市)

か
ら
、
筑
波
山
塊
の
南
を
経
て
筑
波
山
南
麓
に

至
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
郡
衙
と
称
す
る
役
所

が
置
か
れ
ま
し
た
。 

そ
の
一
部
が
、
平 

沢
官
衙
遺
跡
で
、 

昭
和
50
年
に
そ
の 

重
要
性
が
知
ら
れ
、 

５
年
後
に
国
史
跡 

と
し
て
指
定
さ
れ 

ま
し
た
。
平
成
５ 

年
か
ら
の
確
認
調 

査
を
経
て
、
施
設
等
も
復
元
さ
れ
、
平
成
15
年

か
ら
、
遺
跡
公
園
と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

             
平
安
中
期
以
降
の
武
士
が
活
躍
す
る
社
会

に
な
る
と
、
筑
波
山
は
、
荘
園
を
巡
る
争
い
の 

ま
っ
た
だ
中
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

10
世
紀
に
生
起
し
た
〝
平
将
門
の
乱
〟
の
関

係
者
の
拠
点
は
、
い
ず
れ
も
筑
波
山
の
南
麓
か

ら
西
麓
に
広
が
る
沃
野
に
あ
り
、
豊
か
な
土
地

を
巡
っ
て
の
一
族
の
争
い
だ
っ
た
の
で
す
。
乱

後
の
筑
波
山
麓
は
、
将
門
の
乱
を
制
し
た
、
将

門
の
従
兄
弟
平
貞
盛
の
血
筋
が
支
配
し
、
筑
波

山
の
南
に
あ
る
多
気
山
を
拠
点
と
し
、
多
気
氏

を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
多
気
山
は
標
高

120
ｍ
余
の
山
で
す
が
、
後
に
筑
波
山
を
仰
ぎ
、

南
か
ら
西
に
は
、
一
面
、
沃
野
を
見
晴
ら
す
戦

略
上
の
一
大
拠
点
で
す
。
現
在
も
山
頂
付
近
に

は
空
堀
や
土
塁
、
建
物
の
礎
石
な
ど
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
多
気
氏
は
、
常
陸
大
掾
な

る
役
職
に
就
き
、
役
職
名
か
ら
大
掾
氏
を
名
乗

る
よ
う
に
な
り
、
筑
波
山
麓
の
一
大
勢
力
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 
 

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
多
気
山
の
大
掾
氏
の

目
と
鼻
の
先
に
あ
た
る
小
田
の
地
を
、
恩
賞
と

し
て
八
田
氏
（
後
の
小
田
氏
）
が
獲
得
し
、
小

田
城
を
築
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
掾
氏
と
八

田
氏
は
争
う
よ
う
に
な
り
、
敗
れ
た
大
掾
氏
の

支
配
地
は
一
族
の
馬
場
氏
が
継
承
し
ま
す
が
、

拠
点
は
現
在
の
石
岡
に
移
り
、
多
気
城
は
寂
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
八
田

氏
一
族
が
、
筑
波
山
麓
の
一
大
勢
力
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。 

  

な
お
、
こ
の
時
代
、
筑
波
山
は
し
ば
し
ば
和

歌
の
題
材
と
な
り
、
多
く
の
歌
集
に
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。(

『
新
古
今
和
歌
集
』
・
『
風
雅

集
』
・
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
な
ど) 

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の
南
北
朝
の
時

代
に
な
る
と
、
小
田
氏
は
、
下
妻
城
主
下
妻

氏
・
関
城
主
関
氏
・
笠
間
城
主
笠
間
氏
ら
と
と

も
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
南
朝
方
に
つ
き
、
足
利

尊
氏
に
従
っ
た
常
陸
太
田
の
佐
竹
氏
と
激
し

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
南
朝

方
の
北
畠
親
房
が
、
南
朝
の
正
当
性
を
強
調
し

た
『
神
皇
正
統
記
』
を
著
す
の
は
、
小
田
城
か

ら
関
城
に
滞
在
し
た
時
で
し
た
。 

  

や
が
て
、
足
利
氏
に
よ
る
足
利
幕
府
が
成
立

し
ま
す
が
、
筑
波
周
辺
の
政
情
は
安
定
せ
ず
、

小
田
一
族
、
結
城
一
族
、
下
妻
の
多
賀
谷
一
族
、

常
陸
太
田
の
佐
竹
一
族
、
宇
都
宮
一
族
な
ど
が

互
い
に
争
う
状
況
が
続
い
た
の
で
す
。
戦
国
期

に
な
る
と
、
越
後
の
上
杉
謙
信
も
こ
の
地
に
出

兵
す
る
な
ど
、
戦
い
は
、
限
り
な
く
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
天
正
18
（
1590
）
年
、
当
主
小
田
氏

治
が
敗
死
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
か

ら
400
年
続
い
た
名
門
も
滅
び
る
こ
と
に
な

り
、
ま
も
な
く
、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
戦
乱
の

時
代
に
幕
が
引
か
れ
、
筑
波
山
一
帯
に
も
平
和

が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

筑
波
山
か
ら
の
眺
望 

 

現
在
、
筑
波
山
頂
か
ら
の
眺
望
と
し
て
は
、

北
は
八
溝
山
塊
か
ら
、
西
に
向
か
っ
て
日
光
男

体
山
・
赤
城
山
・
妙
義
山
、
秩
父
の
山
々
か
ら

富
士
・
箱
根
方
面
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
南
は

東
京
の
高
層
ビ
ル
群
か
ら
房
総
半
島
の
山
塊
、

東
は
霞
ヶ
浦
か
ら
鹿
行
の
台
地
、
と
い
う
ふ
う

に
、
ま
さ
に
関
東
一
帯
を
眺
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
冬
の
気
象
条
件
の

整
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
、

春
霞
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
、
か
す
か

に
見
え
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
！ 

 

次
の
図
は
、
筑
波
山
か
ら
見
え
る
範
囲
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
地
図
上
で
ピ
ン
ク
の
地

域
が
筑
波
山
か
ら
見
え
る
範
囲
で
、
▲
で
示
し

た
山
が
見
え
、
▲
は
他
の
山
の
陰
に
な
っ
て
見

え
な
い
山
で
す
。(

こ
の
図
は
、
高
21
回
卒
・

鈴
木
道
信
の
作
成
に
よ
る
も
の
で
す) 

（
次
号
に
続
く
）
（
高
21
回
卒 

鈴
木
義
人
） 

              


